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鵜沼古市場遺跡の発掘調査

犬山東町線バイパス建設工事に先がけて､平成26 ･ 27年度の二カ年にわたり､鵜沼古市場遺跡の発掘調査

を行っています｡木曽川べりで営まれた人々の暮らしを物語るように､漁で使う網の錘(おもり:写真3)など

も見つかっていますが､これ以外にも各時代の｢川の役割｣をうかがわせる成果が得られています｡

良時代
一平安時代

5か所の調査区のうち､A区･C区では､奈良時代から平

安時代にかけての住居跡がまとまって見つかっています(写

真1)｡狭い調査範囲の中では確定にいたっていませんが､

柱穴のいくつかから､掘立柱の建物牡の存在もうかがえます｡

H27年度の隣接部分の調査では､全体像の解明をめざして

います｡住居跡からは､ここで使われた須恵器や土師器が出

土しています｡ (写真2)
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墨て三幸



各務原市埋蔵文化財調査センター
埋蔵文化財調査センターでは､ ｢郷土に暮らした先人の歩み｣だけでなく､

ふるさとに親しみ次代に継承していく　r人｣も掘りおこすため､

さまざまな取り組みを行っています｡

軒だ溜

〒 504-09 14

岐阜県各務原市三井東町4丁目32番地

TEL 058-383-1123 FAX 058-383-8655

休館日:土日･祝日

http://www.city.kakamigahara.lgjp/maibun

▲灼熱の炎にあぶられての野焼き

市民ボランティアによる
器楽作実験

歴史/野外セミナーを開催し､市民の
みなさんとともに学びます｡

炉珊遺跡出土の土器を参考に､市民参加で成形･野焼きまで行いました｡

完成した土器は､小中学校での学習に役立てるよう､市教育垂員会に寄

贈されました｡

▲縄文時代を体感できる土器を小中学生
に

今年度よりはじまった｢寺子屋事業｣や中学生の職場体験では､発掘調

査のしごとにも触れ､郷土の歴史の解明のための取組みを伝えています｡

>展示室の出土土器をよく観察して

▼どうやって模様をつけていたんだうう

発掘調査の機材も使ってみよう4

さまざまな体裁学習

これまでの｢かかみがはらの埋文｣を､センターのあゆみ､郷土の歴史をお伝えする年報として､あらたに｢轍｣と名づけました.


